
声明「社会との対話に向けて」 
日本学術会議、2004年 4月 20日 
 
我々日本学術会議は、科学者と社会が互いに共感と信頼をもって協同するこ

となくして、いかなる科学研究も生命感の漲る世界を持続させることができな

いことを認識する。さらに、我々は、科学研究は、社会が享受すべき成果をも

たらす反面、社会に対する弊害を引き起こす恐れがあるという正負両面がある

ことを、科学者も社会も明確に理解すべきであると認識する。 
 
このような認識に立ち、我々は、科学者が社会と対話をすること、特に人類

の将来を担う子どもたちとの対話を通して子どもたちの科学への夢を育てるこ

とが重要であると考える。 
 
我々日本学術会議は、これから科学者と社会がしっかりと手をつないでいく

ことを推進する。まず、日本学術会議は、子どもたちをはじめとするあらゆる

人々と科学について語り合うように、全ての科学者に呼び掛ける。また、日本

学術会議は自ら、科学に対する社会の共感と信頼を醸成するために、あらゆる

可能な行動を行う。 
 


